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　令和8年4月1日、日田市の未来を創る新たな拠点として、「こども総合部」を発足しました。

　これまで日田市では、こどものために、教育、福祉、保健といったそれぞれの部署が懸命に取り組んでまいりました。しかし、
市民の皆様からの、「どこに相談したらいいかわからない」「相談したけれども納得できる回答が得られない」といった切実
な声も私には届いていました。

　また、「今の先生はよくわかってくれてい
るけれど、これから環境が変わると心配」と
いう声もよく耳にします。妊娠期、就学前、
小学校、中学校、高校と、支援が切れ切れ
になってしまっていたのです。

　学校、教育委員会、福祉保健部などの組
織や所管の間に、こぼれ落ちてしまっていた
こども自身や保護者の困りをしっかり受け止
め、「こどもをまんなか」に据え、ライフステー
ジを通じた「切れ目のない伴走型支援」を実
現すること。それが、この「こども総合部」を
設立した最大の目的です。

【特集】

「こども総合部」が
できました！

妊娠期 乳児期 幼児期 就学前 小学生 中学生 高校生

日田市長　椋野美智子

こどもを持つ親やすべてのこどもたちが
　　　　　ちょっと相談してみたくなる　そんな場所 ――
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「こどもをまんなか」に据え、ライフステージを通じた 「切れ目のない伴走型支援」を実現します

こども


